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草津・栗東交通安全協会治田西支部の「交通安全啓発こどもの日作戦」。４月30日、市役
所玄関前で、治田西幼児園の園児たちがジュニアポリスの制服姿で啓発を行いました。
子どもたちは市役所を訪れる人にミニこいのぼりと手作りのメッセージカードを手渡し、
「僕たち、わたしたちを交通事故から守ってください」と交通安全を訴えました。
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市
長
の
こ
ん
に
ち
は
ト
ー
ク

　

市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
市
政
に

取
り
入
れ
る
と
と

も
に
、
市
政
へ
の

理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
市

内
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
と
市
長
が

直
接
語
り
合
い
ま

す
。
市
内
の
自
主

的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
ト
ー
ク
へ
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
ト
ー
ク
の
お
相
手
…
市
内
の
自
主
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
、
10
人
〜
20

人
程
度
。
た
だ
し
、
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
は
除
き
ま
す
。

■
日
時
…
平
日
、
土
・
日
曜
日
を
問
わ
ず
、
９
時

〜
21
時
の
間
で
、
時
間
は
１
時
間
30
分
ま
で
。

■
ト
ー
ク
の
内
容
…
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
せ
る
内

容
で
、
事
前
に
対
象
グ
ル
ー
プ
と
調
整
し
ま
す
。

■
ト
ー
ク
の
運
営
方
法
…
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
主

体
的
な
運
営
と
し
ま
す
。

※
市
内
の
幅
広
い
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
の
対
話
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
同
一
グ
ル
ー
プ
と
の
定
期

的
な
対
話
は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
望
、
陳
情

の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
も
に
考
え
、

と
も
に
考
え
、

　
　
　
　
　

と
も
に
つ
く
る

　
　
　
　
　

と
も
に
つ
く
る
栗栗まま

東東ちち

　

市
民
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に

は
、
市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
自
覚
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
つ
つ
と
も
に
行
動

す
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
「
栗
東
市
市
民
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

現
在
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
協
働
事
業
提
案
制

度
に
よ
る
市
民
団
体
と
市
の
協
働
事
業
と
し
て
「
あ
な
た

の
健
康
・
家
族
の
安
心
」「
市
民
と
と
も
に
作
る
地
域
の

博
物
館
〜
協
働
展
覧
会
の
開
催
〜
」の
事
業
実
施
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
、「
市
長
の
こ
ん
に

ち
は
ト
ー
ク
」「
市
長
へ
の
手
紙
」「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
」「
ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク
」「
市
民
参
画
懇
話

会
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、
事
業
の
継
続
的

な
見
直
し
や
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
も
に

よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ
…
政
策
秘
書
課
広
聴
係

☎
551-

０
６
４
１　
　

554-

１
１
２
３

FAX

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
聴
く
こ
と
か
ら
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
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キ
リ
ト
リ
線

　封筒を作り、市長へ送って
ください。
①キリトリ線に沿って切り、
中央を山折りにします。
②のりしろにのりをつけて貼
り合わせ、封筒を作ります。
③切手を貼らずにそのままポ
ストへ投函してください。

（山折り）

栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
十
三
番
三
十
三
号

「
市
長
へ
の
手
紙
」

栗 

東 

市 

長 

行

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成23年５月
31日まで

（ ）切手を貼らずに
おだしください

栗東支店
承 認

０５２０３０９

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

186

3

平成21年度手紙の受付状況

　日々の生活の中で市政について気付いたこと、考え
ておられることなど、皆さんのご意見、ご提案をお待
ちしています。
　手紙は必ず市長が読ませていただきます。個々の内
容は関係する部署が責任を持って調査して返事を作
成し、市長が確認のうえ署名をして手紙にてお返しし
ます。
　また、市民の皆さんには内容を抜粋して、広報紙や
市ホームページで公開します
　左の用紙をご利用いただくほか、はがきや私製
の封書、インターネットなどで受け付けています。

　手紙は 193 通、意見などの件数は 220
件でした。いただいた意見を市の組織別
に分類した内訳は下記のとおりです。

その他 1%
教育部
9%上下水道事業所

2%

建設部
21%

環境経済部
20%

健康福祉部
22%

総務部
12%

総務部
（新駅問題担当）
  5%

総務部（市長公室）8%

主な意見

総 務 部
新型インフルエンザ情報、防災無線、財
政問題、新幹線新駅跡地利用、コミセン
使用料、職員対応・勤務態度、公共施設
の喫煙対策に関する意見など

健康福祉部
子ども手当、保育園、幼稚園、児童館の
運営、施設のバリアフリー、各種健診、
高齢者施策、介護保険、なごやかセンタ
ーに関する意見など

環境経済部
ごみの有料化、ごみのポイ捨て・不法投
棄対策、野焼き対策、レクリエーション
農園利用マナー、市民夏まつりに関する
意見など

建 設 部
公園の管理、道路の維持と整備、市営
住宅入居、交通マナー、ガードレール
等設備、下水道使用料、水道メーター
に関する意見など

教育委員会
学校給食、学校の新型インフルエンザ対
応、通学路の安全対策、図書館の利用・
運営、さきらの利用・運営に関する意見
など

そ の 他 市に関する意見以外

　市長への手紙

あなたの意見を
お寄せください
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市民参画懇話会

　昨年度は、市の計画している内容など
を市から説明し、参加者からモニターと
しての意見を聞くモニターコースを３回
開催しました。本年度も実施しています。

問合せ…政策秘書課 広聴係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123

パブリックコメント制度

　市の基本的な計画・条例などをつくる
素案の段階で、趣旨、内容を公開し、市
民の皆さんからの意見を求めることで最
終案をよりよいものにします。
　素案は市のホームページや各コミュニ
ティセンター、市役所情報公開コーナー
で公開します。本年度も皆さんからのご
意見をお待ちしています。市の計画案を
市民の皆さんの視点でチェックしてくだ
さい。

内　　　　容 意見件数

栗東市廃棄物の処理及び清掃に関
する条例施行規則の一部改正（案） 81件

第五次栗東市総合計画（案）・　
第四次栗東市国土利用計画（案） ９件

栗東市地区計画等の案の作成手続
に関する条例（改正案）・栗東市
市街化調整区域における地区計画
制度の運用基準（案）

５件

栗東市食育推進計画（案） 12件

栗東市次世代育成支援行動計画後
期計画（素案） 10件

▼昨年度のパブリックコメント実施状況

※実施結果は市ホームページでご覧いた
だけます。

まちづくり出前トーク

　暮らしに身近な問題や関心のある市の
事業などのメニューから市民の皆さんが
選択していただき、市職員が伺ってお話
をします。意見交換をとおして互いに理
解し合い、まちづくりを一緒に考えまし
ょう。
　昨年度は、70 回、延べ 1,858 人の参加
者と出前トークを実施しました。
※本年度のまちづくり出前トークメニュ
ーと手続きについては、お知らせ版折
り込みをご覧ください。

住　

所

氏
名

年
齢

性
別 男・女

市長への手紙

〒（　　　　ー　　　　　　）

歳

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線
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トピック・ニュース

女ひ

と

と
男ひ

と

が
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
輝
く
社
会

　

本
市
で
は
、「
栗
東
市
ま
ち
づ
く
り

女ひ
と

と
男ひ

と

の
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」に
よ
り
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
施
策
の
現
状
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
政
策
方
針
の

参
考
と
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

•
配
布
枚
数
…
２
０
０
０
枚　

•
回
収
数
…
８
３
５
枚

•
回
収
率
…
41
・
８
％

　

図
１
の
と
お
り
、「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
と
い
う
意
見

も
含
め
て
50
・
６
％
の
人
が
同
感
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

男
女
別
で
見
る
と
、『
同
感
す
る
』

割
合
は
、
男
性
50
・
６
％
、
女
性
40
・

１
％
で
、
男
性
の
ほ
う
が
10
・
５
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
２
で
は
、
家
庭
生
活
や
職
場
の
中

で
の
男
女
の
平
等
感
は
、
５
年
前
の
前

回
調
査
時
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

「
社
会
全
体
で
見
て
」
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。「
平
等
」
の
割

合
増
加
を
目
指
し
て
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
市
が
特
に
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
の
質
問
で
は
、「
男
女
が
と
も

に
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を
つ
く
る
」

を
選
ん
だ
人
が
、
55
・
０
％
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
別
で
見
る
と
、「
女
性
の
起
業

や
再
就
職
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

す
る
」
で
は
、
女
性
（
17
・
９
％
）
が

男
性
（
10
・
５
％
）
よ
り
多
く
、「
学

校
や
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
・
学

習
を
推
進
す
る
」
で
は
、
男
性
（
35
・

０
％
）
が
女
性
（
26
・
２
％
）
よ
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
551-

０
２
９
０　
　

554-

１
１
２
３

FAX

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

わからない　4.7％
同感しない
　24.2％

どちらかといえば同感しない　26.4％

どちらかといえば
同感する　36.8％

同感する　7.9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

わからない

女性が優遇
どちらかといえば女性が優遇

平等
どちらかといえば男性が優遇

職場の中で

12.4

17.8

13.2

56.8

44.2

41.1

18.8

23.2

33.0

5.8

6.0

8.6

6.3

8.8

4.2

0.0

0.0

0.0

と
も
に
輝
く
た
め
に

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う

固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識
や
慣

習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
を
理
解
し

合
い
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
輝

く
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
社
会
を
構

成
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
、
変
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週

間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、家
庭
内
や
地
域
、

職
場
で
、
仕

事
と
生
活
が

調
和
し
た
暮

ら
し
に
つ
い

て
考
え
、
話

し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。

い
っ
し
ょ
に
。

 

〜
平
成
22
年
度　

内
閣
府
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
募
集
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

最
優
秀
作
品
〜

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て

家
庭
・
職
場
な
ど
の
分
野
別
で
の

男
女
の
平
等
感
に
つ
い
て

＜図１＞

＜図２＞
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トピック・ニュース

■
自
己
負
担
金
…

　

65
歳
以
上
の
人
：
無
料

　

40
歳
〜
64
歳
の
人
：
１
５
０
０
円

※
64
歳
以
下
で
、
市
民
税
非
課
税
の
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
人
は
無
料

に
な
り
ま
す
。
受
診
１
週
間
前
ま
で

に
受
診
券
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

福
祉
保
険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
認
識
す
る

た
め
に
も
、
年
に
１
回
特
定
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
22
年
４
月
以
降
に
国
保
に
加
入

を
し
た
人
に
は
受
診
券
が
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
６
月
中
ご
ろ
、
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
加
入
の
40
歳
〜
74
歳
の
人

に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。（
社
会
保
険
や
会
社
の
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
者
か
ら
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。）

受
診
券
が
届
い
た
ら
、
滋
賀
県
内
の
実

施
医
療
機
関
で
10
月
31
日
ま
で
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。（
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

■
実
施
期
間
…
10
月
31
日
ま
で

■
持
ち
物
…
国
保
被
保
険
者
証
、
特
定

健
診
受
診
券
、
記
入
済
み
質
問
票
、

前
年
度
の
健
診
結
果
票
（
お
持
ち
の

人
の
み
）

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
受
診
結
果

を
も
と
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
状
態
に
あ
る
人
や
予
備
群
と
な

っ
て
い
る
人
を
選
び
、
生
活
習
慣
改
善

の
た
め
の
情
報
提
供
や
指
導
（
特
定
保

健
指
導
）
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
水
道
週
間
を
機
会
に
、
水
の
大

切
さ
を
見
直
し
、
水
資
源
や
経
費
の
節

約
に
つ
な
が
る
上
手
な
水
の
使
い
方
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
水
量
は
、
一
般
的
な
目
安
で
す
）

■
蛇
口
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
…

ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
漏
れ
る
水
も
、
一

晩
で
は
か
な
り
の
量
に
な
り
ま
す
。

■
歯
磨
き
の
後
、
口
を
す
す
ぐ
と
き
は

コ
ッ
プ
に
く
ん
で
…
水
を
流
し
な
が

　

水
は
、
飲
料
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

風
呂
や
洗
濯
、
掃
除
、
水
洗
ト
イ
レ
な

ど
多
く
の
用
途
で
使
わ
れ
、
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
適
切
な
水

質
管
理
や
、
水
道
管
、
水
源
地
な
ど
を

日
々
管
理
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
安

全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き

る
水
道
施
設
の
整
備
・
改
良
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
水
は
、
日
々
の
生
活
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
て
、
水
の
大
切
さ
を
忘
れ

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

特
に
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

す
。
貴
重
な
資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に

使
い
、
日
ご
ろ
の
節
水
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ら
口
を
す
す
ぐ
と
30
秒
間
に
６
ℓ
流

れ
ま
す
。
コ
ッ
プ
に
く
む
と
０
・
６

ℓ
（
コ
ッ
プ
３
杯
分
）
で
す
み
ま
す
。

■
風
呂
の
水
を
、
も
う
一
度
…
風
呂
の

残
り
湯
は
捨
て
ず
に
、洗
濯
や
掃
除
、

植
木
や
庭
の
水
ま
き
な
ど
に
使
い
ま

し
ょ
う
。
浴
槽
半
分
の
水
で
も
90
ℓ

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

■
車
洗
い
は
バ
ケ
ツ
に
く
ん
で
…
ホ
ー

ス
を
使
っ
た
場
合
は
２
４
０
ℓ
、
バ

ケ
ツ
を
使
う
と
30
ℓ
で
す
み
ま
す
。

「
水
道
に 

寄
せ
る
信
頼 
飲
む
安
心
」

第
52
回
水 

道 

週 

間 　

６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

問
合
せ
…

福
祉
保
険
課 

国
民
健
康
保
険
係

☎
551-

１
８
０
７　
　

553-

３
６
７
８

健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAXFAX

水
は
限
り
あ
る
資
源

例
え
ば
こ
ん
な
節
水
方
法

問
合
せ
…
上
下
水
道
課 

上
下
水
道
管
理
係

☎
551-

０
１
３
５　
　

554-

３
８
６
６

FAX

◎
特
定
健
康
診
査

◎
特
定
保
健
指
導
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問
合
せ
…
生
涯
学
習
課 

文
化
財
保
護
係

☎
551-

０
１
３
１　
　

552-

５
５
４
４

FAX

　

４
月
20
日
付
け
で
次
の
１
件
を
市
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
第
86
号
（
彫
刻
）　

銅
造
阿
弥
陀
三
尊
像（
林　

新
善
光
寺
）

　

長
野
善
光
寺
の
秘
仏
本
尊
を
模
し
て

造
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式
阿
弥

陀
三
尊
像
で
す
。
鋳
銅
製
で
鎌
倉
時
代

（
13
世
紀
）
の
作
。
中
尊
の
阿
弥
陀
如

む
時
は
、
舌
を
上
顎
に
押
し
付
け
て
飲

ん
で
い
る
た
め
、
母
乳
が
上
の
前
歯
に

付
着
し
、
前
歯
の
裏
側
に
む
し
歯
が
で

き
や
す
い
の
で
す
。
１
歳
を
過
ぎ
て
、

上
下
４
本
ず
つ
ほ
ど
歯
が
生
え
て
き
た

ら
、そ
ろ
そ
ろ
卒
乳
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
乳
酸
飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

　

日
本
歯
科
医
師
会
は
、
お
や
つ
の
砂

糖
量
は
、
お
よ
そ
８
ｇ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

シ
ュ
ガ
ー
３
本
分
と
し
て
い
ま
す
。
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
に
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ

ー
約
２
〜
５
本
分
の
砂
糖
量
が
入
っ
て

い
ま
す
。
糖
分
を
多
く
含
ん
で
い
て
、

む
し
歯
の
原
因
の
一
つ
に
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
お
や
つ
の
与
え
方

　

幼
児
は
、
身
体
は
小
さ
い
で
す
が
、

多
く
の
栄
養
を
必
要
と
し
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
、
朝
・
昼
・
夕
の
３
回
の
食
事

が
基
本
で
す
か
ら
、
足
り
な
い
栄
養
を

補
え
る
乳
製
品
、
果
物
、
芋
類
な
ど
が

お
勧
め
で
す
。
糖
分
・
油
分
・
塩
分
の

多
い
市
販
の
お
菓
子
は
幼
児
に
は
不
向

き
で
す
。
１
日
１
回
、
時
間
と
量
を
決

め
て
水
分
と
一
緒
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
フ
ッ
素
を
活
用
し
よ
う
♪

　

フ
ッ
素
は
、
歯
の
表
面
を
強
く
し
た

り
、
む
し
歯
菌
の
出
す
酸
を
ガ
ー
ド
す

る
効
果
が
あ
り
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

的
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
の

使
用
方
法
や
種
類
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
１
歳
６
か
月
健
診
か
ら
３

歳
６
か
月
健
診
ま
で
、
幼
児
歯
科
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
１
歳
６
か
月
児
の
む

し
歯
が
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

新
指
定
の
市
有
形
文
化
財

来
は
像
高
47
㎝
、
脇
侍
の
勢せ

い

至し

・
観
音

菩
薩
は
い
ず
れ
も
像
高
32
・
５
㎝
を
は

か
り
ま
す
。
県
内
に
お
け
る
善
光
寺
式

阿
弥
陀
如
来
の
作
例
に
は
、
元
久
３
年

（
１
２
０
６
）
銘
の
甲
賀
市
善ぜ

ん

水す
い

寺じ

阿

弥
陀
如
来
立
像
の
ほ
か
、
大
津
市
安
養

寺
阿
弥
陀
三
尊
像
（
鎌
倉
時
代
後
期
、

た
だ
し
中
尊
は
江
戸
時
代
の
補
作
）、

①
む
し
歯
は
感
染
す
る
!?

　

む
し
歯
菌
が
い
る
大
人
の
口
に
入
れ

た
も
の
を
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
入
れ

る
と
、
そ
こ
か
ら
、
む
し
歯
菌
が
移
行

し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
人
の
口
に
入
れ

た
も
の
を
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
入
れ
る
の

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
哺
乳
ビ
ン
・
母
乳
と
む
し
歯
の
関
係
は
…

　

ダ
ラ
ダ
ラ
飲
み
は
も
ち
ろ
ん
、
寝
か

し
つ
け
な
が
ら
の
授
乳
も
、
寝
て
い
る

間
の
唾
液
量
が
減
少
し
、
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
湯
冷
ま

し
を
口
に
含
ま
せ
る
だ
け
で
も
む
し
歯

予
防
に
は
効
果
的
。
ま
た
、
母
乳
を
飲

〜
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
〜

６
月
は
む
し
歯
予
防
月
間
で
す0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

H21H20H19H18H17

0.9

1.6

2.0

0.7

1.3

１歳６か月歯科健診でむし歯が見つかった割合
（％）

◎
む
し
歯
予
防
の
た
め
に

問
合
せ
…
健
康
増
進
課

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAX

大
津
市
近こ

ん

松し
ょ
う

寺じ

阿
弥
陀
三
尊
像
な
ど
が

す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
像
は

保
存
状
態
も
よ
く
、
三
尊
揃
っ
た
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
と
し
て
県
内
最
古

で
あ
り
貴
重
で
す
。

▲（左から）勢至菩薩、
阿弥陀如来、観音菩薩
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第
14
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

昭
和
39
年
に
消
防
士
と
な
り
、
平
成

３
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
26
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湖
南
消
防
組
合
消
防
本
部
通
信
指
令
室

長
、
北
消
防
署
長
、
消
防
本
部
予
防
課

長
、
西
消
防
署
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
大
規
模
な
工
場
火
災
が
あ
り
、
湖

南
消
防
組
合
の
全
消
防
署
か
ら
出
動
し

て
、
４
日
に
わ
た
る
消
火
活
動
を
し
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
火
に
欠
か
せ
な
い
水
を
確
保
す
る
た

め
、
管
内
の
防
火
水
槽
の
整
備
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。
よ
い
仲
間
に
恵
ま
れ
、

諸
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
各
種
証
明
を
発
行

Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
前
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
２
階

　

昨
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
証
明
交
付

窓
口
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
の
ほ
か
、
昨
年
４
月
１
日
か
ら
業
務

を
行
っ
て
い
る
「
栗
東
市
諸
証
明
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
前
の
総
合
施
設

「
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
２
階
、
栗
東
西

図
書
館
の
北
側
で
す
。

【
受
付
時
間
】

•
９
時
〜
17
時
（
た
だ
し
土
・
日
・
祝

日
と
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
の
６
日

間
は
休
館
と
な
り
ま
す
）

【
取
扱
内
容
】

•
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書

•
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

•
印
鑑
登
録
証
明
書
（
住
民
カ
ー
ド
も

し
く
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要
で
す
）

•
戸
籍
の
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
書
）

お
よ
び
抄
本
（
一
部
事
項
証
明
書
）

　

※
除
籍
謄
・
抄
本
お
よ
び
原
戸
籍
謄
・

抄
本
は
市
役
所
総
合
窓
口
課
の
み
で

取
り
扱
い
ま
す

•
戸
籍
附
票
の
写
し
・
身
元
証
明
書
・

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票

•
市
制
施
行
証
明
書
・
住
居
表
示
証
明

書
（
住
所
本
籍
変
更
証
明
書
）

•
税
関
係
証
明
書
（
所
得
・
納
税
・
評

価
・
法
人
所
在
証
明
）

【
注
意
事
項
】

•
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
駐
車
場
を
ご
利
用

の
場
合
、
駐
車
料
金
が
割
引
さ
れ
ま

す
の
で
、
駐
車
券
を
諸
証
明
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

•
各
種
証
明
書
交
付
申
請
時
に
は
本
人

確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
・
外
国
人
登
録
証
明
書
・
年
金

手
帳
な
ど
）

•
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
や
婚
姻
届
出

用
紙
な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

一
人
の
け
が
人
も
な
く
、
26
年
間
の
消

防
士
生
活
を
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
消
防
の
仕
事
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
愛
さ
な
い
と
で
き
な

い
仕
事
で
す
。
火
災
発
生
時
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
消
防
団
の
皆
さ

ん
、
ま
た
、
長
年
私
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

問
合
せ
…
総
合
窓
口
課

☎
551-

０
１
１
０　
　

553-

０
２
５
０

税
務
課

☎
551-

０
１
０
７　
　

551-

２
０
１
０

諸
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

☎
554-

２
８
０
４

FAXFAX

瑞宝単光章
島村和宏さん（小平井）
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トピック・ニューストピック・ニュース

　

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら

６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
ま
で
の
一
週

間
は
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ

ー
ク
」
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
全
国
で

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

監
視
活
動
や
啓
発
活
動
な
ど
不
法
投
棄

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
実

施
す
る
期
間
で
す
。

　

本
市
で
も
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
、

不
法
投
棄

監
視
員
お

よ
び
職
員

に
よ
る
監

視
パ
ト
ロ

ー
ル
の
強

化
に
取
り

組
み
、
不

不
法
投
棄
の
防
止
と
野
焼
き
の
禁
止

問
合
せ
…
学
校
教
育
課

☎
551-

０
３
１
０　
　

551-

０
１
４
９

FAX

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

法
投
棄
の
早
期
発
見
と
抑
止
効
果
に
よ

る
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
今
一
度
、
散
歩
道
や
自

宅
周
辺
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
を
注
意
し

て
見
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
わ
ぬ

場
所
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
不
法
投
棄
は
人

目
に
つ
き
に
く
い
場
所
や
管
理
の
行
き

届
い
て
い
な
い
場
所
な
ど
で
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
は
、
雑
草
の

除
去
や
見
回
り
を
す
る
な
ど
、
こ
ま
め

な
管
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
不
法
投
棄
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
警
察
ま
た
は
市
生
活
環
境
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
の
問
題
は
行
政
だ
け
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
人
か
ら
の
通
報
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
と
未

然
防
止
に
は
地
域
の
監
視
が
欠
か
せ
ま

　

４
月
28
日
、
㈱
桑
原
組
（
本
社
：
高

島
市
）
よ
り
、
同
社
の
創
業
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
に
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
50
個
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
図
る
一
助
に
し
て
ほ
し

い
と
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
は
、
市
内

の
各
小
学
校
に
配
分
し
、
体
育
の
授
業

や
ボ
ー
ル
遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

せ
ん
。美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
の
体
力
作
り
に
有
効
に
活
用
し
ま

す
。

▲市役所で行われた贈呈式

◎
不
法
投
棄
に
対
す
る

監
視
活
動
の
強
化

を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

地
面
に
穴
を

掘
っ
て
の
焼

却
、
ド
ラ
ム
缶

焼
却
、
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
焼
却
な

ど
の「
野
焼
き
」

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
、
風
俗
習
慣
上
・
宗
教
上
の
行
事
の

焼
却
等
は
「
焼
却
禁
止
の
例
外
」
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情
の
あ
る
場
合
は

行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
庭
の
ご
み
は
分
別
・
減
量
化
に
努

め
、
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
み
集
積
場
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
募
集

◎
ご
み
の
焼
却
は
禁
止

問
合
せ
…
生
活
環
境
課 

環
境
政
策
係

☎
551-

０
３
３
６　
　

552-

７
０
０
０

FAX

　

市
で
は
、「
不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
監
視
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
は
、
都
合
の
い
い
と
き
に
不
法

投
棄
の
監
視
を
行
い
、
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
場
合
は
、
警
察
ま
た
は
市
へ
通

報
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
普
段
の
買

い
物
や
通
勤
、
犬
の
散
歩
な
ど
で
出
か

け
る
際
に
、
お
渡
し
す
る
腕
章
を
携
帯

し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

生
活
環
境
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲警察による不法投棄の
捜査

▲野焼きは法律で禁止さ
れています

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
煙
や
臭

い
が
発
生
し
近
隣
に
対
し
大
変
な
迷
惑

問
合
せ
…
生
活
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１　
　

552-

７
０
０
０

FAX
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りっとうの景観を語る

※ふるさと風景～わがまち栗東～を百年先の次代へと継承するため、「景観条例」「百年計画」
を制定しました。「すだじい」は、団

どん

栗
ぐり

の一種。団結する栗東市民を意味します。

　問合せ…都市計画課 ☎ 551-0116
　　　　　　　　　　 FAX  552-7000

　

時
代
の
変
換
点
は
常
に
押
し
寄
せ
て

く
る
。
気
付
く
か
気
付
か
な
い
か
が

大
き
な
分
岐
点
に
な
る
。
私
の
住
む
下

鈎
甲
に
お
い
て
も
昭
和
30
年
代
が
そ
れ

に
当
た
る
と
今
振
り
返
る
と
気
付
か
さ

れ
る
。
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
る
農
地

に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
農
村
集
落
に
道

路
（
栗
東
志
那
中
線
）
が
と
お
り
、
工

場
が
建
設
さ
れ
、
新
幹
線
が
走
る
。
見

る
見
る
う
ち
に
生
活
様
式
は
様
変
わ
り

し
、
兼
業
農
家
へ
と
突
き
進
み
、
今
ま

で
無
縁
で
あ
っ
た
物
質
文
明
に
埋
没
し

て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
知
ら
ぬ
間
に

20
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
た
。

　

農
地
は
３
分
の
１
ま
で
減
少
し
、
集

落
内
を
流
れ
る
川
は
悪
臭
を
放
つ
ヘ
ド

ロ
に
埋
ま
っ
て
い
た
。

　

昭
和
54
年
に
、「
何
と
か
せ
ね
ば
」

と
先
人
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
。「
そ

う
だ
！
河
川
の
清
掃
を
し
よ
う
」「
毎

月
1
回
や
ろ
う
！
」「
自
分
た
ち
の
在

所
は
自
分
ら
で
守
ろ
う
！
」
と
環
境
へ

の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１

年
、
２
年
と
続
け
る
と
徐
々
に
効
果
が

表
れ
、
４
年
、
５
年
に
な
る
と
し
っ
か

り
元
の
川
が
よ
み
が
え
り
、
誰
が
言
う

と
も
無
く
「
河
川
清
掃
の
回
数
を
減
ら

そ
う
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
安
心
し
た
ら
元
の
ヘ
ド
ロ
の
川
に
戻

る
！
と
に
か
く
続
け
よ
う
！
」
と
、
若

い
世
代
か
ら
の
声
に
打
ち
消
さ
れ
て
今

日
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
外

か
ら
見
る
と
異
様
に
さ
え
思
わ
れ
る
毎

月
一
回
の
環
境
整
備
の
継
続
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

中
で
も
、
特
筆
す
べ
き
は
「
地
域
に

歴
史
が
無
い
」「
遺
跡
が
無
い
」
と
、

無
い
も
の
ね
だ
り
で
、
行
動
を
起
こ
さ

な
い
理
由
に
し
て
い
た
が
、
歴
史
は
求

め
る
こ
と
で
は
な
く
、「
動
き
出
し
た

後
ろ
に
歴
史
は
出
来
る
」
と
、
気
づ
い

た
こ
と
で
あ
る
。

　

目
覚
め
た
軍
団
は
走
り
出
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
の
先
進
地
を
求
め
て
西
に
・

東
に
・
南
に
・
北
に
「
取
り
入
れ
ら
れ

る
物
は
な
い
か
」
と
、
視
察
を
重
ね
て

貪
欲
に
吸
収
し
た
。
コ
イ
の
放
流
・
生

活
環
境
用
水
確
保
に
地
下
水
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
・
せ
せ
ら
ぎ
作
り
・
間
伐
材
の

利
用
に
よ
る
ご
み
の
集
積
場
作
り
・
プ

ラ
ン
タ
ー
で
ま
ち
を
彩
る
花
い
っ
ぱ
い

運
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
４
年
に
新
た
な
環

第 15 回寄稿

中村 勘治 氏
下鈎甲自治会長

境
変
化
が
起
き
る
。
組
合
施
行
に
よ
る

区
画
整
理
事
業
の
完
成
が
そ
れ
だ
。
一

段
と
宅
地
開
発
は
進
み
、
住
空
間
の
危

機
を
迎
え
る
羽
目
に
陥
っ
た
の
だ
。
ま

さ
に
自
分
た
ち
が
選
択
し
た
道
と
い
え

ど
も
先
々
に
対
す
る
不
安
は
募
る
一
方

だ
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
８
年
に
「
何

と
か
せ
ね
ば
」
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
が
歩
み
出
し
た
。

　

手
の
付
け
ど
こ
ろ
を
模
索
す
る
か
の

よ
う
に
会
議
を
重
ね
た
。
５
年
で
延
べ

３
０
０
回
に
も
及
ぶ
会
議
、
あ
る
と
き

は
合
宿
研
修
で
深
夜
に
及
ぶ
激
論
も
し

ば
し
ば
。
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
理
念「
住
み
4

4

続
け
た
い
ま
ち

4

4

4

4

4

4

・

下
鈎
甲

4

4

4

」
を
旗
印
に
ま
ち
づ
く
り
は
進

め
ら
れ
、
着
々
と
そ
の
姿
を
現
し
て
き

た
。
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
ハ
ー
ド
面

の
整
備
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ハ
ー
ド
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
し

て
、
安
心
と
安
ら
ぎ
を
共
感
し
、
新
た

な
活
力
を
生
み
出
す
故
郷
作
り
こ
そ
が

「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
な
い
の
か
。
百

年
先
の
子
孫
に
、「
先
を
生
き
た
者
の

4

4

4

4

4

4

4

世
代
責
任
を

4

4

4

4

4

果
た
し
た
よ

4

4

4

4

4

」

と
、
胸
を
張
れ

る
生
き
方
が

ま
ち
づ
く
り

の
究
極
で
は

と
思
う
。

住
み
続
け
た
い
ま
ち
・
下
鈎
甲

ヘ
ド
ロ
が
育
ん
だ
地
域
愛想

い
を
一
つ
に

▲コイの放流
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りっとう再発見

　

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
全
線
が

開
通
し
た
官
設
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）

の
東
海
道
線
は
、「
東
海
道
」
と
い
う

名
称
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
名
古

屋
か
ら
西
で
は
大
垣
か
ら
米
原
を
経
て

草
津
を
と
お
る
旧
中
山
道
沿
い
に
鉄
道

が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
草

津
か
ら
名
古
屋
の
旧
東
海
道
沿
い
で
の

鉄
道
の
敷
設
は
、
民
間
の
手
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
海
道
線
が
全
通
し
た
の
と

同
じ
明
治
22
年
、
民
営
の
鉄
道
会
社
で

あ
る
関か

ん

西せ
い

鉄
道
に
よ
っ
て
、
草
津
駅
か

ら
三
雲
駅
の
間
の
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、

翌
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
２
月
に
は

三
雲
駅
と
柘
植
駅
の
間
が
延
伸
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
、
現
在
の
草
津
線
に

あ
た
る
鉄
道
が
全
通
し
、
今
年
で
草
津

線
の
全
線
開
通
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

さ
て
、
現
在
で
は
11
の
駅
が
あ
る
草

津
線
で
す
が
、
開
通
当
時
に
は
、
草
津

駅
・
石
部
駅
・
三
雲
駅
・
深ふ

か
わ川
駅
（
現

在
の
甲
南
駅
）・
柘
植
駅
の
５
つ
の
駅

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
栗

東
市
域
に
は
、
官
設
鉄
道
の
東
海
道
線

を
含
め
て
も
、
１
つ
も
駅
が
な
か
っ

た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
栗
東
の
人
々

は
草
津
駅
か
石
部
駅
を
用
い
る
し
か
な

く
、明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
大
宝
・

葉
山
地
域
か
ら
比
較
的
近
い
守
山
駅
が

開
業
し
た
と
は
い
え
、
地
域
に
よ
っ
て

は
た
い
へ
ん
な
不
便
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
草
津

線
の
新
駅
設
置
を
求
め
る
気
運
が
盛

り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
手
原
郵
便
局

に
郡
設
電
話
が
設
置
さ
れ
た
大
正
２
年

（
１
９
１
３
）、
手
原
郵
便
局
局
長
の
里さ

と

内う
ち

新し
ん

助す
け

は
、
葉
山
村
手
原
に
駅
を
新
設

す
る
こ
と
を
志
し
、
手
原
駅
期
成
会
を

組
織
し
ま
す
。
期
成
会
に
よ
っ
て
葉
山

村
の
村
議
会
に
提
出
さ
れ
た
手
原
駅
開

設
案
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
３

月
に
可
決
さ
れ
、
さ
ら
に
金
勝
・
治
田
・

大
宝
の
各
村
長
や
栗
太
郡
長
、
滋
賀
県

知
事
の
支
持
を
と
り
つ
け
て
、
神
戸
鉄

道
局
に
手
原
駅
開
設
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
栗
東
市
域
で
は
初
め
て

と
な
る
鉄
道
駅
設
置
の
請
願
は
、
の
ち

に
合
併
し
て
栗
東
町
と
な
る
葉
山
、
金

勝
、
治
田
、
大
宝
の
４
カ
村
の
共
同
で

行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
７

月
、
用
地
の
確
保

や
建
築
費
の
寄

付
、
新
道
路
の
敷

設
な
ど
の
許
可
条

件
が
鉄
道
局
か
ら

提
示
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
た
期

成
会
で
は
、
用
地

買
収
を
す
す
め
る

と
と
も
に
寄
付
金

63○
～草津線の開通と手原駅の開業～

歳暮大売出しのポスター（10周年）

を
納
め
、
そ
れ
で
も
な
お
不
足
し
た
資

金
を
捻
出
す
る
た
め
に
有
志
で
手
原

駅
鉄
道
講
を
組
織
す
る
な
ど
、
駅
の
開

設
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
し
て
い
ま

す
。
栗
東
の
人
々
が
念
願
し
た
手
原
駅

は
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
４
月
に

着
工
し
、
11
月
５
日
に
は
盛
大
な
開
業

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
原
駅
の
開
業
に
よ
っ
て
、
周
辺
の

人
々
の
交
通
の
利
便
性
を
増
し
、
貨

物
の
迅
速
な
集
散
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
に
、
手
原
駅
の
開
通
５
周

年
お
よ
び
10
周
年
を
記
念
し
て
、
手
原

商
工
会
が
開
催
し
た
歳
末
大
売
出
し
の

ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
手
原
駅
の
開

業
は
、
栗
東
の
商
工
業
に
新
た
な
活
況

を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX

▲歳末大売出しのポスター（５周年）
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フフオオトト

ニニユユーースス
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

　政策秘書課広報係　☎551-0641
FAX554-1123

４月 25日（栗東自然観察の森）
年間約50種類の野鳥を観察することができる栗東自然観察の森。参加者は、鳴く場所
や鳴き声による見分け方など観察のポイントの説明を受けながら、鳴き声を頼りにゆ
っくりと春の鳥の観察に出発しました。鳴き声はすれども姿を見つけることが難しい
中、運良くエナガの求愛給餌を見つけた参加者も。
栗東自然観察の森では、都市近郊に今なお残る身近な自然にふれ親しむことができ、
さまざまな生き物の様子が観察できます。自然を体感できるイベントや四季を通じて
観察会などを開催しています。ぜひ皆さんもお越しください。（イベントの内容はお知
らせ版４ページをご覧ください）

森の野鳥を求めて、バードウオッチング

５月４・５日（六地蔵農業センター）
「我が家の食料自給率100％」を目指している、六地蔵の農村女性研究グループ７人
が、高野神社の神

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

に合わせて、地元産の米、野菜、卵などの食材を使った料理
に挑戦。体に良いとされる「まごはやさしい（豆、ゴマ、ワカメ、野菜、魚、シイタ
ケ、芋）」をキーワードに、赤飯、ういろう、すし、おにぎり、サンドイッチなど、煮
る、揚げる、ゆでる、蒸す料理に奮闘し、オードブル風に仕上げました。また、健康
推進員４人も地元産夏みかん入りの牛乳寒天を担当し、バランス献立のアドバイスを
しました。５月５日の祭り当日（端午の節句）、各組の委員30人の協力を得て、神輿の
担ぎ手、稚児など約200人に振る舞い、食育の大切さを痛感しました。

地元産の食材で祭りの食事づくり

▲さまざまな鳥について解説

地
産
地
消
の
推
進
を
目
指

し
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を

作
り
ま
し
た

▲
双
眼
鏡
や
カ
メ
ラ
で
森
の
野
鳥

を
観
察

▲

▼

▼
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フォト・ニュース

３月～　グラウンドゴルフ（こ
んぜの里グランドゴルフ場）
３月、こんぜの里にグラウン
ドゴルフ場がオープン。連日
多くの人がプレーを楽しんで
います。

４月中旬～５月初旬　アグリの郷
栗東前にチューリップ畑（出庭）
地域の人が植えられた５千本の
チューリップ。春の日差しを浴
び、色とりどりに咲き誇った花
が春風にそよいでいました。

４月17・24・29日　春の
金勝ハイキング（金勝山）
栗東市観光物産協会主催で、
金勝寺や狛坂磨崖仏などを巡
る３コースのハイキングを行
いました。

４月25日　いきいき健康ウ
オーキング（大宝学区地振協）
地振協体育振興部会では、地域
の皆さんの健康づくりと交流を
目的に毎月最終日曜日に健康ウ
オーキングを実施しています。

５月１日　こいのぼりをつくろう（大
宝、大宝東、葉山、金勝の各児童館）
画用紙に手形やペットボトル
のふたを使って模様をつけ、
オリジナルのこいのぼりを作
りました。

５月１日　風船が犬やハ
ートに変身（東坂）
びにーるはうすde美術館“里
山deアートイベント”が開催。
参加者は、犬やハートなどのバ
ルーンアートに挑戦しました。

５月３日（大橋・三輪神社）
三輪神社の春季大祭では毎年、300 年以上の歴史
がある「どじょうずし」が供えられます。どじょ
うずしは、どじょうをご飯、塩、タデ泫、ナマズ
で漬け込んだもの。昨年９月から、東と西の２軒
の当番宅で大切に作られ、この日神社まで運ばれて
供えられました。どじ
ょうずしは全国的にも
珍しく、祭りに遠方か
ら訪れる人もいます。

伝統のどじょうずし
～三輪神社春季大祭～

４月29日（九品の滝～県民の森）
林自治会では、毎年健康ウオーキングを実施して
います。今年のコースは九

く

品
ぼん

の滝（井上）～金勝
山県民の森までのなだらかな坂道往復５㎞の行程。
57人が参加しました。道中、空き缶などのごみが
たくさんポイ捨てされていることに気が付き、一
部の参加者がごみを拾いましたが、すぐに袋が一
杯になってしまいました。来年からは、ウオーキ
ングと併せ、道端の美化運動も行うことを決めま
した。素晴らしい天
気に恵まれ、家族同
士、住民同士のふれ
あいを図ることがで
きました。

健康ウオーキングで
地域のふれあい

▲当番宅から神社まで供物が運ば
れます

▲
地
域
の
ふ
れ
あ
い
が

図
れ
ま
し
た

▼

天
気
に
恵
ま
れ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫

▲
祭
り
に
は
ど
じ
ょ
う
ず

し
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も

泫【タデ】…特有の辛みがある草。どじょう
ずし用に５月に植えて７月に刈り取る
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　このコーナーでは、皆さんからの投稿
を募集しています。
　①イラスト・絵手紙②詩③あなたが撮っ
た市内の風景（人物が写っている場合は、
本人の了承を得て投稿してください）④子
どもの何気ない一言など。
　投稿は、未発表のものに限ります。は
がき・ＦＡＸ・Ｅメールなどでお寄せく
ださい。ペンネームでも結構です。ただ
し、①③は掲載後、返却しますので、必
ず住所と本名を記載してください。
　また、地域でキラリと輝く人を紹介し
てください。広報係が取材に伺います。
【あて先】〒 520-3088（住所不要）
　栗東市役所政策秘書課広報係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123
　E-mail　kohokocho@city.ritto.lg.jp

気づこう心の痛み　思いやろう相手の気持ち　～人権の世紀21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

　
　

　
〝
１
年
生
に
弟
が
い
る
５
年

生
の
兄
が
、
昼
休
み
、
友
達
と

一
緒
に
弟
の
様
子
を
見
に
来
て

い
ま
し
た
。そ
の
時
１
年
生
は
、

ち
ょ
う
ど
給
食
の
片
付
け
の
時

間
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の

牛
乳
パ
ッ
ク
切
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
が
な
か
な
か
う

ま
く
切
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
１
年
生
た
ち
。
す

る
と
、
い
つ
の
間
に
か
５
年
生
が
１
年
生
に
牛

乳
パ
ッ
ク
の
切
り
方
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
５
年
生
に
、
１
年
生
担
任
の
私
も

大
助
か
り
で
し
た
。
私
が
１
年
生
に
、「
お
兄

ち
ゃ
ん
に
や
り
方
を
聞
い
て
き
て
ご
ら
ん
。」

と
言
う
と
、
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
が
、
は
さ
み
で
切
っ
て
く
れ
る
の
を
じ

っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
５
年
生
も
少
し
照

れ
た
表
情
で
し
た
。
そ
ん
な
1
年
生
と
5
年
生

の
表
情
を
見
て
、
私
は
と
て
も
心
が
温
か
く
な

り
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
後
で
５
年
生

た
ち
に
お
礼
を
言
う
と
、「
ま
た
明
日
も
来
る

わ
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
日
以
来
、
よ
く
来
て
く
れ

て
、
困
っ
て
い

る
１
年
生
の
手

伝
い
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。〞

（
学
校
か
ら
）

“キラッ！”“キラッ！”と
“きらり”

その時子どもが

「教育長への手紙」から ㉖             

　栗東市は南北に長く、北は市街地、南は山地です。標高差は約
600m（高いところ693m、低いところ89m）もあるんですよ。
　南側の金勝山一帯（阿

あ

星
ぼし

山
やま

・竜
りゅう

王
おう

山
ざん

・鶏
けい

冠
かん

山
ざん

）にはたくさんの見ど
ころが点在し、ハイキングコースが整備され、消防署へのコールポイ
ント泫が設置されていますので非常時にも安心です。
　歴史のある寺（金勝寺・狛坂寺跡）や、花こう岩に刻まれた「狛

こま

坂
さか

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

」はわが国の第一級の優れた磨崖仏であり、その実物大のレプ
リカが栗東歴史民俗博物館の入口正面に展示されています。現地まで
行けない人は博物館でご覧ください。
　他にも石に刻まれた観音様がおられ、逆さになった逆さ観音や横倒
しになられた小屋谷観音、道しるべを兼ねるかわいらしい茶沸観音、
また線刻された仏像が確認できる重岩や、峠近くに旅人の道中安全を
祈願して刻まれた石仏（泣き地蔵）などがあります。
　また、「国見岩」「耳岩」「天狗岩」といった奇岩などが存在し、高
所恐怖症の人は無理ですが、私のいちおしは天狗岩です。岩の上から
眼下に広がる湖南平野や琵琶湖、遠くは比叡、比良の山並みを望みな
がらの昼食は格別です。
　山歩きが無理な人は、乗用車で馬

ば

頭
とう

観
かん

音
のん

堂
どう

駐車場（標高590m）ま
で行けますので、ここからの眺望をお楽しみください。
　ハイキングのガイドを希望される人はボランティア観光ガイド協会
（事務局：市役所経済観光振興課）までご一報ください。
泫【コールポイント】…登山者などの非常時の目印として、　場所を
表すアルファベットと数字が書かれた標識

栗東市ボランティア観光ガイドの

第２回

島立 俊男 さん

金勝山一帯

（写真は天狗岩）

問合せ…経済観光振興課　☎ 551-0126　 FAX 551-0148
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み～んなのひろば

人はみな　高低はなく　水平だ　～平成21年度人権啓発標語 優秀賞作品～

■
そ
ろ
ば
ん
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
（
中
川
さ
ん
）
親
の
勧
め
で
小
学
１
年
生
の
と
き
に
始
め
ま
し

た
。
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
始
め

て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
（
森
高
さ
ん
）
何
か
習
い
事
を
し
よ
う
と
探
し
て
い
て
、
そ
ろ

ば
ん
が
お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ
た
の
で
５
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
（
山
田
さ
ん
）
通
っ
て
い
た
別
の
学
習
教
室
の
隣
に
そ
ろ
ば
ん

教
室
が
あ
り
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
４
歳
の
と
き
に
始
め
ま
し

た
。

■
そ
ろ
ば
ん
が
楽
し
い
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？

　
（
中
川
さ
ん
）
自
己
ベ
ス
ト
が
出
た
と
き
が
楽
し
い
で
す
。

　
（
森
高
さ
ん
）
普
段
よ
り
も
う
ま
く
い
っ
て
、
い
い
点
数
が
と

れ
た
と
き
が
楽
し
い
で
す
。

　
（
山
田
さ
ん
）
問
題
が
全
部
で
き
た
と
き
が
楽
し
い
で
す
。

■
そ
ろ
ば
ん
を
や
っ
て
い
て
、
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
（
山
田
さ
ん
）
計
算
が
得
意
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
く
り
ち
ゃ

ん
計
算
検
定
で
は
い
つ
も
１
０
０
点
で
す
。

　
（
森
高
さ
ん
）
算
数
の
計
算
が
速
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
計
算
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

　
（
中
川
さ
ん
）
難
し
い
計
算
問
題
も
す
ぐ
に
で
き
る
の
で
、
そ
ろ

ば
ん
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
滋
賀
県
代
表
と
し
て
近
畿
大
会
に
出
場
し
た
感
想
は
？

　
（
山
田
さ
ん
）
近
畿
大
会
に
は
府
県
対
抗
の
競
技
が
あ
り
、
ミ
ス

を
し
た
ら
だ
め
だ
と
緊
張
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
わ
っ
て
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

　
（
森
高
さ
ん
）
３
年
連
続
で
出
場
し
た
の
で
、
だ
い
ぶ
ん
慣
れ

ま
し
た
。
普
段
の
力
が
発
揮
で
き
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
（
中
川
さ
ん
）
滋
賀
県
予
選
を
通
過
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
代
表
に
選
ば
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
初
出
場
で
心
配
で
し

た
が
、
よ
い
成
績
が
残
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

大
会
で
は
、
森
高
さ
ん
が
読
上
算
競
技
小
学
５
・
６
年
生
の
部
で

３
等
、
中
川
さ
ん
が
読
上
暗
算
競
技
小
学
４
年
生
以
下
の
部
で
３

等
に
入
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
大
会

で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

問合せ…草津警察署 刑事第一課 ☎ 563-0110
　　　　　  　　　　　　　　 FAX 563-0116

カーナビを狙った車上荒らしにご用心 !!
　草津、栗東をはじめ湖南地域で、カ
ーナビを狙った盗難事件が連続発生し
ています。犯人グループを捕まえても、
次々に新たな犯行グループが出現して
犯行を繰り返しているのが現状です。
　大事な愛車は自分自身で守りましょ
う。 「ドアロックしていれば安心」とい
う考えは捨ててください。ドアロック
以外にも、
「センサーライト」
「盗難防止用非常警報装置」 
「防犯カメラ」
などで二重、三重の防犯対策をしてく
ださい。
　また、深夜に住宅街を低速で走行し、
駐車車両を物色している不審車両や、
駐車場内をうろついている不審者を発
見したら、すぐに警察へ通報してくだ
さい。

　　草津警察署安全伝言板

水を上手に使って節水を実践！水を上手に使って節水を実践！

問合せ…生活環境課 環境政策係 ☎ 551-0336
　　　　　  　　　　　　　　 FAX 552-7000

◆地球温暖化防止対策◆
～エコな生活スタイルを選択しよう～

　私たちは、トイレ、風呂、炊事、洗
濯などに１日に平均して 239ℓもの水
を使っています。
　少しの時間でも、必要な時以外は蛇
口を閉めるなど、家庭での水の使い方
に気をつけることで、節水による省エ
ネルギー効果が表れ、地球温暖化防止
につながります。
　また、降った雨水をためて、有効利
用することでも節水できます。
　地球環境を守るため、自然の恵みを
利用しましょう。
①シャワーはこまめに止めましょう。
②続けて入浴しましょう。
③残り湯は洗濯などに使いましょう。
④食器はまとめ洗いしましょう。
⑤歯磨きはコップを使いましょう。
⑥雨水を水やりに使いましょう。

栗東人栗東人
左から

中川はるかさん（大宝東小５年）
森高健

たける

さん　　（大宝東小６年）
山田ありすさん（治田西小５年）
　３月に京都市で行われ
た第38回近畿珠算競技大
会に滋賀県代表として出
場した３人。



2010. ６. １2010. ６. １　　　　　　広報りっとう広報りっとう 16

■
発
行
/栗

東
市
役
所
 

■
編
集
/ 総

務
部
政
策
秘
書
課

〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目

13
番

33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX  077-554-1123（
代
表
）

広がれ！広がれ！
仲間の　の　

　このページは、市内のボランティアや
市民活動グループ・生涯学習グループの
活動内容を紹介するコーナーです。
問合せ…栗東市ボランティア・市民活動支援センター

☎ 553-0056
FAX  553-5268

市
で
は
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
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わ
二に

胡こ

の
美
し
い
音
色
が

響
き
ま
す

〜
二に

湖こ

の
会
〜

　

東
洋
の
バ
イ
オ
リ
ン
と
も
い
わ
れ
て

い
る
中
国
の
弦
楽
器
「
二
胡
」。
今
月
は

二
胡
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
し
て
い

る
「
二
湖
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
二
胡
の
演
奏
を
し
た
い
と
い
う
人
が

口
コ
ミ
で
集
ま
り
、
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
滋
賀
県
に
あ
る
二
胡
の
演
奏
グ
ル

ー
プ
と
い
う
こ
と
で
、
二
胡
の
「
二
」

と
琵
琶
湖
の
「
湖
」
を
組
み
合
わ
せ
て

「
二
湖
の
会
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
現

在
は
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
二
胡
の
演
奏
を
聞
い
て
好
き

に
な
っ
た
、
女
子
十
二
楽
坊
の
演
奏
を

聞
い
て
興
味
を
持
っ
た
な
ど
、
二
胡
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
二
胡
が
好
き
と
い
う
こ
と

は
共
通
し
て
い
ま
す
。「
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
た
い
」と
い
う
思
い
で
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
二
胡
の
経
験

が
あ
る
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

練
習
し
ま
せ
ん
か
？　

ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
奏
の
依
頼
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
演
奏
を
希
望
さ
れ
る
と
き

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
２
回
、
火
曜
日
の
９
時
30
分
〜

12
時
30
分
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
練
習
時
に
は
、
音
色
に
合
う
曲
選

び
や
、
楽
器
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
も

し
て
い
ま
す
。

　

依
頼
を
受
け
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演

奏
は
、
介
護
施
設
や
敬
老
会
、
地
域
の

サ
ロ
ン
な
ど
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
会
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

演
奏
す
る
の
は
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
ポ

ッ
プ
ス
な
ど
、
聞
く
人
に
合
わ
せ
て
親

し
み
の
あ
る
曲
を
選
ん
で
い
ま
す
。
二

胡
の
音
色
は
日
本
の
歌
謡
曲
に
も
よ
く

合
い
ま
す
。「
夕
焼
け
小
焼
け
」
で
始

め
て
、「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
で
終
わ

る
の
が
私
た
ち
の
演
奏
の
定
番
で
す
。
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人口（５月1日現在）　人口64,555人　男32,364人　女32,191人　前月より42人増　世帯数23,762世帯

  
現
在
の
活
動
内
容

この広報紙は古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

▲みんなで楽しく練習しています

「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
た
い
」
と

い
う
思
い
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

▼

　　　　有料広告掲載のお申込み・お問合せは　政策秘書課　広報係　☎551-0641　　554-1123へ広告欄 ※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。
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